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NY マーケットレポート（2024 年 3 月 7 日） 
 

 
SBILM が作成 
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NY市場レポート （前日 22時 00分～午前 6時 30 分まで） 
 

欧州の主要な経済指標の結果 

ECB 政策金利 4.50％（予想 4.50%・前回 4.50%） 

ECB 下限政策金利[中銀預金金利]  4.00％（予想 4.00%・前回 4.00%） 

ECB 上限政策金利[限界貸出金利] 4.75％（予想 4.75%・前回 4.75%） 

 

ECB声明 

・前回理事会以降インフレはさらに低下した。 

・インフレ率は 2024年に平均 2.3％、2025年に 2.0％、2026 年に 1.9％と予測。 

・エネルギーと食品を除くインフレ予測も下方修正され、2024年は平均 2.6％、2025年は 2.1％、2026年は

2.0％となる。 

・経済活動は短期的には引き続き低迷すると予想。 

・必要な限り政策金利が十分に制限的な水準に設定される必要。 

・金利決定は今後発表される経済・金融データ、基調的なインフレの動向、金融政策の波及力の強さを踏ま

えたインフレ見通しの評価に基づいて決定される。 

  

ラガルド ECB総裁 
・景気は依然として弱い 

・消費者は支出を控えている 

・年内に景気は徐々に回復していくと調査は示唆 

・インフレに関する確信は十分ではない 

・4月にはもう少し 6月にははるかにもっと状況分かる 

・6月にさらなるデータ得られると幅広い合意 

・総合インフレ率はまだ目標に達していない 

・ECB の景気抑制的な政策の時期しばらく続く 

・将来の金利の動きのペースを約束はしない 

・ECB の決定は全会一致 
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米国の主要な経済指標の結果 

1 月貿易収支 -677億 USD（予想 -635億 USD・前回 -622 億 USD⇒-642億 USD） 

1 月の米貿易収支では、赤字額が前月比+5.1％と 2ヵ月連続で拡大した。輸出は+0.1％の 2574.9億ドル、輸

入は+1.1％の 3246.3億ドルとなった。また、対日赤字は+29.3％の 68.2億ドル、対中赤字も+7.4％の 237.1

億ドルだった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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新規失業保険申請件数 21.7 万件（予想 21.8万件・前回 21.5万件⇒21.7万件） 

失業保険継続受給者数 190.6 万人（予想 187.0万人・前回 190.5 万人⇒189.8 万件） 

米新規失業保険申請件数（3/2 までの週）は、市場予想の範囲内の結果となり、低水準を維持して労働市場

の底堅さが続いていることが示された。一方、失業保険継続受給者数（2/2 までの週）は市場予想を上回り、

昨年 11/17までの週以来の高水準となった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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主要株価指数は続伸 

米株式市場では、パウエル FRB議長が議会証言でインフレの鈍化に楽観的な見方を示したことで、FRBの早

期の利下げ開始観測を背景に、主要株価指数は序盤から堅調な動きとなった。なお、投資判断が引き上げた

半導体大手が大幅上昇したこともあり、ナスダックは上げ幅が拡大した。また、S&P500 は史上最高値を更新

した。ダウ平均は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 249ドル高まで上昇した。ただ、その後は上値

の重い動きが続き、130.30ドル高（+0.34％）で終了。一方、ハイテク株中心のナスダックは 241.84ポイン

ト高（+1.51％）で終了した。 
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ドルは主要通貨に対して軟調 

NY 市場では、日銀審議委員の発言を受けて、日銀の早期の政策修正観測が高まった流れを引き継ぎ、ドル円・

クロス円は序盤から軟調な動きとなった。さらに、米長期金利の低下もドルの圧迫要因となり、ドル/円は序

盤の 147.93 から 147.59まで下落し、2/2以来の安値となった。下げ一服後は、米長期金利が持ち直したこ

ともあり、ドル/円は 148.30 まで値を戻したものの、パウエル FRB議長が前日に続き議会証言で年内の利下

げの可能性を示唆したこともあり、ドルは上値の重い動きが続いた。一方、ECB理事会の声明で今年のイン

フレ率見通しを下方修正したものの、ラガルド ECB総裁が会見で慎重な姿勢を示したことから、ECB の早期

の利下げ観測が後退してユーロ買いが優勢となり、ユーロは対ドルで 1/16以来の高値を付けた。 

 

出所：総合分析チャート 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


